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加硫活性剤について(6)

加硫活性剤（グリコール類，アミソ類）は，ホワイトカ ーボヽ ノ配合ゴムコ‘／パウソド（配合 A)では，加硫活性剤

ーボン（含水けい酸）による加硫促進剤の吸着を防止する 無添加の場合，貯蔵中に，更に加硫促進剤の吸着（ホワ

とともに，加硫促進剤との併用によって，硫黄加硫が促 イトカーボ‘ノに吸着）が進行していくために，加硫性能

進され，加硫速度は向上する． が低下（図 1)するものと推察される．また，ジエチレン/

今回は，表 1に示した SBR配合ゴムコソパウソド（配 グリコール(DEG)配合ゴムコソバウ‘ノドの場合には，

合A,配合 B)について，各種加硫活性剤（表 2)を配合 貯蔵中に DEGがゴム中から揮発していくために，加硫

した場合の，それぞれのゴムコンパウンドの貯蔵安定性 速度が低下（図 2)していくものと推察される．

について紹介する．ゴムコソバウソドの貯蔵安定性の評 一方，揮発性の低い加硫活性剤のボリエチレ‘ノグリコ

価については，貯蔵前，貯蔵後(50℃X4日間， 80℃x ール(PEG-4000)配合ゴムコソバウンド（図 3)及ぴ活性

24時間）のキュラストメータ加硫曲線図の変化で判定し 効果の大きいノックマスター EGS配合ゴムコソパウ‘ノ

た．配合 Bのホワイトカーボヽ／無添加ゴムコソバウソ ド（図 4)では，貯蔵後においても加硫性能の著しい低

ドでは，貯蔵後，スコーチの進行が認められるが（図 5 下は認められない．

~8), 配合 Aのホワイトカーボソ配合ゴムコソパウソ 従って，含水けい酸（ホワイトカーボソ，クレーなど）

ドの場合では，貯蔵後，スコーチタイム及び加硫速度は 配合ゴムコソパウンドにおいて，特に混練中に高湿熱履

逆に遅くなる傾向が認められる（図 1~4). 特に，加硫 歴を受ける場合や，ゴムコソバウソドを長期問貯蔵する

活性剤無添加ゴムコンバウンド（図 1)と加硫活性剤のジ 場合には，加硫活性剤は高分子量のポリエチレソグリコ

エチレソグリコール(DEG)配合ゴムコンパウソド（図 2) ールやノックマスターEGSを選択した方が，加硫性能

の場合において，加硫速度の遅れが著しい．ホワイトカ の安定したゴムコソパウソドが得られると考える．

表1 配合表

配合 A 配合 B

(Si02有） (Si02無）

SBR(1502) 100 100 

ステアリ‘ノ酸 1 

酸化亜鉛 5 5 

ホワイトカーボ‘ノ (Si02)* 40 

軽質炭酸カル、ンウム 20 20 
ナフテソ系オイル 20 5 

硫黄 2 2 

ノクセラーDM 2 2 

加硫活性剤試料（表2) 3 3 

＊湿式法 Si02 93~96%, pH 5~6 

表2 加硫活性剤試料

化合物名・品名 略号 化学式

ジエチレソグリコール DEG HOCH心凡OCH2CH20H
ボリエチレソグリコール（分子量4000) PEG-4000 HOCH2(CH20CHふnCH20H
ノックマスターEGS EGS 
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紹介

配合ゴムコンパウンドの貯蔵安定性試験

評価方法：貯蔵前・後の未加硫コ＇ムコソバウソドのキュ

ラストメータ加硫曲線図(JSRill型， 150℃)

の変化

貯蔵条件： 50℃ X4日間， 80℃X 24時間
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